




【要約】母親の HTLV-Ⅰ抗体保有状況が判明しており 18～24 歳まで追跡されてきた 1965

年生まれの沖縄の子ども(現在は成人)84 名を、さらに 27～29 歳まで追跡した。抗体陰性

の母親の子ども 77 名は全て抗体陰性が持続しており、母親が抗体陽性で小児期に抗体陽

性となっていた 2名は抗体陽性が持続していた。母親が抗体陽性で小児期に抗体陰性であ

った 5 名の中で抗体陽転したものはなかった。この成績は、3 歳までに成立した HTLV-1

の母子感染が 2O 歳代後半まで動かないこと、ATL 多発地域においても水平感染が容易に

はおこらないことを示している。


